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　平成 24 年度当初予算が、3月の定例市議会で
可決されました。一般会計の当初予算額は、260
億 5,700 万円。土地開発公社解散に伴う債務返済
など、24年度は「財政健全化の山場」と位置付け、
緊縮型予算とする一方で、総合計画「理想郷プラン」

に掲げる各施策を着実に推進するため、限られた
財源の中でメリハリのある予算編成としました。 
　今号では、平成 24年度の主な事業や
予算の概要をご紹介します。

　教育支援の拠点として、総合
教育センターの整備を進めます。
センターでは、子どもの学びを
支援したり、名張市のめざす教

育を推進したりするほか、教職
員への支援や、家庭・地域や教
育関係機関の連携・支援の拠点
としての機能を整備します。

★生活習慣病予防重点プロジェクト事業のほか、高齢者対象の「肺炎球菌ワクチン」と、乳児対象の「ロタウイルスワクチン」接種について詳しくは、
　「広報なばり」4‐2号に掲載します。

【（仮称）総合教育センター整備事業】

● （仮称）総合教育センターの整備
1 億 8,490 万円

　発達に心配のある子どもたち
への総合的な支援を進めていく
ために、子ども発達支援センタ
ーの整備を進めます。センター

には、相談室、発達検査室、発
達支援教室、家族交流スペース
などを設ける予定です。

【（仮称）子ども発達支援センター整備事業】

●（仮称）子ども発達支援センターの整備
1 億 2,950 万円

　新たに、胃や肺などのがん検
診（節目年齢）を無料化し、また、
特定検診などの自己負担金を半
額にします。また、受診率向上

に向けた啓発や検診体制の強化
に取り組み、三重大学などの研
究機関と連携を図りながら、予
防活動を展開していきます。

【生活習慣病予防重点プロジェクト事業】

●  生活習慣病の予防推進
3,130 万円

　新たに、高齢者（75 歳以上）
対象の「肺炎球菌ワクチン」と、
乳児（生後 6 週～ 24 週または

32 週）対象の「ロタウイルスワ
クチン」の接種費用を一部補助
します。

【感染症予防事業】

●  高齢者・乳児対象ワクチンの接種補助
1,050 万円

　希央台の民間温浴施設に併設
して開設予定のとれたて名張交
流館の運営負担金を支出。新鮮
な農産物や物産の販売、また、
地域福祉に関するイベントなど
を実施していきます。

【地場産業振興事業】

●（仮称）とれたて名張交流館の運営負担金
　100 万円

　江戸川乱歩の「押し絵と旅す
る男」を狂言で表現した〝乱歩
狂言〟を、乱歩生誕地である名
張市で上演（9 月）するほか、
市が東日本大震災の復興支援と
して職員を派遣した宮城県塩

しおがま

竈
市（10 月）、そして、乱歩終

しゅうえん

焉
の地である東京都豊島区（12月）
での上演を支援。能楽のあるふ

るさとづくりを進めるとともに、
名張を全国発信します。

【ふるさと能文化振興事業】

● 〝乱歩狂言〟で名張を全国発信
　687 万円

要事業主 平成 24年度一般会計当初予算には、市
の総合計画「理想郷プラン」後期基本計
画に基づく主要事業を盛り込みました。

子ども発達支援セン
ターと、総合教育セ
ンターは、いずれも、
製薬会社所有の職員
研修施設（百合が丘
西 5）を市が買い取
り、整備します。

24年度予算
としました。
業や

※写真は、平成 16年 11月に市制施行
50周年を記念して上演した〝乱歩狂言〟

　名張川、宇陀川、滝川の浸水
想定区域や急傾斜地の崩壊危険
箇所、避難所などを記載したハ
ザードマップを作成します（デ

ータの作成は平成 23 年度に実
施）。マップは、防災対策や災害
発生時の避難行動に活用いただ
くために、全世帯に配布します。

【防災対策費】

●  ハザードマップの全世帯配布
135 万円
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算の概要予 一般会計　260 億 5,700 万円

● 一般会計歳入

歳
入
の
う
ち
、
市
税
は
96
億

６
８
０
万
円
。
税
制
改

正
な
ど
に
伴
い
、
４
年
ぶ
り
の
増
加

（
前
年
度
当
初
比
０
・
９
％
増
）
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
同

10
・
４
％
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
土
地
開
発
公
社
解
散
に

伴
う
経
費
12
億
３
７
０
０
万
円
の
借
り

入
れ
に
伴
い
、
同
37
・
８
％
増
と
な
る

37
億
３
６
４
０
万
円
を
見
込
み
ま
す
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
財

源
不
足
を
補
う
た
め
に
、
繰
入
金
と

し
て
貯
金
に
相
当
す
る
財
政
調
整

基
金
か
ら
１
億
円
、
土
地
開
発
基

金
か
ら
７
５
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
取
り
崩
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、

５
億
２
０
０
０
万
円
の
不
足
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
不
足

額
を
諸
収
入
に
計
上
し
て
形
式
的
に

収
支
の
均
衡
を
図
る
、
事
実
上
の
赤

字
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

260億
5,700万円

民生費
87億
4,100万円

公債費
37億2,259万円

総務費
39億1,948万円

教育費
21億1,547万円

衛生費
34億4,061万円

公債費
37億2,259万円

総務費
39億1,948万円

消防費 11億270万円

土木費
16億1,504万円

農林水産業費
 6億8,007万円

商工費 2億2,454万円

災害復旧費 1億6,759万円

予備費 5,000万円

議会費 2億7,791万円

教育費
21億1,547万円

衛生費
34億4,061万円

民生費…高齢者・児童・障害者福祉などに支出
総務費…人件費や地域振興など多岐にわたって支出
公債費…市債返済のために支出
衛生費…ごみ処理や保健事業などに支出

◎金額は、万円未満を四捨五入しているため、
合計が合わない場合があります。

国・県支出金…使い道が限定された国や県からの補助金など
地方交付税…使い道を限定されない国からの配分金
市債…市の借金
繰入金…基金（市の貯金）の取り崩しなど

主な用語解  説

260億
5,700万円

市税
96億
680万円

国・県支出金
50億3,952万円

地方交付税
39億7,000万円

市債
37億3,640万円

国・県支出金
50億3,952万円

地方交付税
39億7,000万円

市債
37億3,640万円

繰入金 3億509万円

諸収入
10億2,935万円

交付金
10億1,900万円

地方譲与税 2億7,800万円
使用料及び手数料 
 2億1,036万円
その他 5億116万円

分担金及び負担金
3億6,133万円

2,440万円
4,610万円

7億2,770万円
16億1,970万円
79億6,600万円
55億3,200万円
12億　910万円
171億2,500万円
27億3,350万円
58億4,291万円

△ 19.2％
△ 31.2％
14.5％
6.0％
9.2％
12.4％
7.4％
9.8％
1.0％
6.2％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企
業
会
計

前年度対比平成24年度予算額会　　計　　名
住宅新築資金等貸付事業会計
東山墓園造成事業会計
農業集落排水事業会計
公共下水道事業会計
国民健康保険会計
介 護 保 険 会 計
後期高齢者医療会計
特 別 会 計 小 計
水 道 事 業 会 計
病 院 事 業 会 計

平成 24年度一般会計当初予算は、前年度当初比で 5.3％増の 260億
5,700 万円。赤字を見込む予算編成を余儀なくされましたが、一般財
源ベースでは同 0.6％減と、実質的には、緊縮型の予算としました。

　

特
別
会
計
は
、
合
わ
せ

て
、
前
年
度
当
初
比
で

15
億
２
２
３
０
万
円
の
増

（
９
・
８
％
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
農
業
集
落
排
水
や
公

共
下
水
道
事
業
の
進
捗
に
伴

う
事
業
費
増
の
ほ
か
、
国
民

健
康
保
険
と
介
護
保
険
の
各

会
計
で
、
保
険
給
付
費
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
で
は
、
水
道
事

業
で
建
設
事
業
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
２
６
６
５
万

円
の
増
（
１
・
０
％
増
）。
病

院
事
業
で
、
給
与
費
と
医
療

機
器
の
更
新
に
伴
う
資
産
購

入
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り

３
億
４
２
１
８
万
円
の
増

（
６
・
２
％
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特別会計　171 億 2,500 万円
企業会計　  85 億 7,641 万円

● 一般会計歳出

歳
出
の
う
ち
、
前
年
度
当
初
比

で
大
幅
に
増
加
し
た
の
は

総
務
費
と
公
債
費
、災
害
復
旧
費
で
す
。

　

総
務
費
は
、
土
地
開
発
公
社
解
散

に
伴
う
経
費
負
担
が
主
な
要
因
と
な

り
、
前
年
度
当
初
比
43
・
７
％
増
の

39
億
１
９
４
８
万
円
。
公
債
費
は
、

中
央
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の
借
入

金
返
済
が
約
５
億
８
１
０
０
万
円
と

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
同
４・
９
％
増
の

37
億
２
２
５
９
万
円
。災
害
復
旧
費
は
、

昨
年
の
台
風
12
号
で
崩
落
し
た
市
道

の
修
復
費
な
ど
で
１
億
６
７
５
９
万

円
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
民
生
費
は
高
齢
化
な
ど
に
伴

い
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
子
ど

も
手
当
の
制
度
改
正
な
ど
に
よ
り
、
同

１・
３
％
減
の
87
億
４
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
は
過
去
最
大
と
な
り
ま
し

た
が
、
新
規
事
業
の
抑
制
や
管
理
経
費

の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
や
県

の
補
助
金
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な

ど
し
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
の
予
算
規

模
は
、
同
０
・
６
％
減
と
、
実
質
的
に

は
緊
縮
型
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　【一般財源】　市が自主的に使い道を決められる財源を一般財源といいます。一方、国や県からの補助金など、使い道が指定された財源を特
定財源といいます。市の財政状況が厳しい中、特定財源を活用して必要な事業を実施しつつ、一般財源をうまく〝やりくり〟していくことが求められます。

　
　

地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
法
律
に
よ
り
、
歳
入

と
歳
出
を
均
衡
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、歳
入
の
不
足
分
は
、諸
収
入
に
「
歳
入
補ほ

て
ん填
収
入
」

と
し
て
予
算
計
上
し
、
決
算
時
に
平
成
25
年
度
の
歳

入
か
ら
繰
り
入
れ
ま
す
。
こ
の
財
源
不
足
額
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
縮
減
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

キーワード  １

補足

主な用語解  説
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点は、財政健全化焦 土地開発公社の解散と持続可能な自治体

　

平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の

３
ヵ
年
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
清

算
を
は
じ
め
、
市
立
病
院
、
土
地
開
発

公
社
の
経
営
健
全
化
に
か
か
る
多
額

の
経
費
負
担
が
集
中
。
累
積
赤
字
額
が

法
律
の
基
準
を
超
え
、「
財
政
健
全
化

団
体
」
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
21
年
度
に
「
名
張
市

財
政
早
期
健
全
化
計
画
」
を
策
定
。「
市

政
一
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
組
み
と
合

わ
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
赤
字
を
見
込
む
平
成
24

年
度
は
、
中
央
西
土
地
区
画
整
理
事

業
の
借
入
金
返
済
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
の
解
散
を
予

定
す
る
な
ど
財
政
健
全
化
に
向
け
た

正
念
場
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
貯
金
に
相
当
す
る
財
政
調
整

基
金
な
ど
に
よ
り
、
な
ん
と
か
収
支

を
調
整
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も

枯
渇
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

土
地
開
発
公
社
は
、
市
の
公
共
事
業

用
地
の
確
保
を
目
的
に
、
借
入
金
で
土

地
を
先
行
取
得
。
そ
の
借
入
金
は
、
全

て
市
が
債
務
保
証
し
て
い
ま
す
。
用
地

の
確
保
が
必
要
な
公
共
事
業
の
縮
小
や

地
価
の
下
落
が
続
く
中
、
公
社
が
果
た

し
て
き
た
役
割
は
薄
れ
て
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
公
社
の
土
地
保
有
期
間

が
長
期
化
し
、
借
入
金
の
利
息
が
膨
ら

ん
で
い
る
た
め
、
市
が
買
い
取
る
際
の

財
政
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
は
、
平
成
18
年
に
公
社

経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
。
滝
之
原
工

業
団
地
の
用
地
売
却
の
ほ
か
、
市
が
鴻

之
台
公
共
施
設
用
地
を
買
い
取
り
、
民

間
事
業
者
へ
貸
し
付
け
る
な
ど
、
公
社

保
有
地
の
活
用
や
処
分
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
公
社
の
借

入
金
の
金
利
負
担
は
、
現
在
で
も
、
年

間
約
２
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

（
ピ
ー
ク
時
で
年
間
約
１
億
円
）。

　

こ
う
し
た
中
、
金
利
負
担
を
減
ら
し

つ
つ
、
迅
速
に
公
社
保
有
土
地
を
処
分

し
て
い
く
た
め
に
も
、
平
成
24
年
度
に

公
社
を
解
散
さ
せ
る
予
定
で
す
。
た
だ

し
、
そ
の
際
、
公
社
の
借
入
金
全
額

（
12
億
３
７
０
０
万
円
）
を
、
一
般
会

計
で
代
位
弁
済
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
市
債
で
対
応
）。

　　

市
で
は
、
土
地
開
発
公
社
の
解
散

を
は
じ
め
、
歳
入
確
保
や
、
人
件
費

の
抑
制
、
民
間
活
力
の
導
入
、
考
査

制
度
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
の
改
革
に
取
り
組
み
、
将
来
に
向

け
て
持
続
可
能
な
自
治
体
を
築
い
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
面
は
、

平
成
25
年
度
以
降
の
単
年
度
黒
字
の

達
成
、
そ
し
て
、
平
成
28
年
度
の
累

積
赤
字
の
解
消
に
向
け
て
、
着
実
な

歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
財
政
健
全
化
に

向
け
た
正
念
場

持
続
可
能
な
自
治
体
を

築
く
た
め
に

5 億円

23年度 24年度 25年度 26年度

0

27年度 28年度

△5億円 累積収支
（折れ線グラフ）

単年度収支
（棒グラフ）

平成25年度以降は
単年度黒字を達成

平成28年度には
累積赤字を解消

平成24年度は赤字を見込む

　　　　　　　　【市債】　市債とは、市の借金のこと。市債はいつでも自由に発行できるものではなく、例えば、土地開発公社解散の財源として活用する「第三
セクター等改革推進債」の発行可能期限は平成 25年度と定められています。これも、早期に公社解散を目指す要因の一つとなっています。

・継続事業については、平成 23年
度当初予算額と平成 24年度当初
予算額の「一般財源」を比較して、
反映状況を「継続 (減額 )」「継続
( 維持 )」「継続 ( 増額 )」と区分
しています。

・減額は、事務事業の見直しに伴う
もののほか、内部経費の節減や年
次計画による事業費の減少、自然
減など。増額は、政策的な事業推
進や対象者の増加などによるも
のです。

● 一般会計収支の見通し 一般財源ベース／平成 23 年作成

キーワード２

　中央西土地区画整理事業の借入金は、保有地販
売により返済する計画でしたが、販売見込み額が
地価の下落で当初の見込みを下回り、その差額を
改めて負担する必要があります（25年度まで）。

補足

な
ぜ
、
い
ま
土
地
開
発
公
社
を

解
散
さ
せ
る
の
か
？

市の仕事（事務事業）を評価し、当初予算に反映させています
  行政改革推進室　  63‐7302　

継続（増額）
159

継続（維持）
93

継続（増額）
159

継続（維持）
93

その他（隔年等実施、
再開ほか） 24

H23 事業完了（他事業
への移行等含む） 61

継続（減額）
250

（単位：事業）

　

市
で
は
、
考
査
制
度
に
基
づ
き
、
市
の
仕

事
（
事
務
事
業
）
を
自
己
点
検
・
評
価
し
た

「
事
務
事
業
シ
ー
ト
（
内
部
評
価
）」
を
公
表
。

外
部
評
価
と
し
て
、
学
識
経
験
者
で
構
成
す

る
考
査
委
員
会
に
よ
る
評
価
の
ほ
か
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
（
評
価
）
を
い
た

だ
い
た
上
で
、
可
能
な
限
り
改
善
・
見
直
し

を
行
い
、
予
算
編
成
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
評
価
し
た
の
は
６
３
４

事
業
。
そ
の
う
ち
、
平
成
22
年
度
に
完
了
し

た
47
事
業
を
除
く
５
８
７
事
業
の
当
初
予

算
へ
の
反
映
状
況
は
、
右
記
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

　

在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
職
員
の

勤
務
体
制
見
直
し
に
伴
う
地
域
医
療
推
進

事
業
の
予
算
減
額
や
、
関
係
団
体
と
の
役
割

な
ど
の
整
理
に
伴
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
構

想
策
定
事
業
の
予
算
減
額
な
ど
、
２
５
０
事

業
が
「
継
続
（
減
額
）」
と
な
り
ま
し
た
。



○地域資源の効果的な活用と商工・観光部門
の強化のため、旧「農林振興室」を「農林資
源室」に名称を変更、旧「商工観光室」を「商
工経済室」と「観光交流室」に分割

○緑化推進に関する事務を都市整備部「都市
計画室」から「農林資源室」へ担当替え
○新エネルギーに関する事務を生活環境部「環
境対策室」から「商工経済室」へ担当替え

2012 年（平成 24年）4月 1日日　4

○市内 15 地域で策定された地域ビジョンの
推進など、地域づくり組織および市民との
協働をさらに推進するため、新たに「地域部」
を設置

○公民館に関する事務を、教育委員会「文化生
涯学習室」から「地域経営室」へ担当替え
○地域政策室と地域経営室が部に属し、室員
のほか、地域担当の専任職員を配置

● 地域部を設置（企画財政部から分離）

● 産業部の室体制などを見直し

● 都市整備部の室体制などを見直し

● 生活環境部の室体制などを見直し

○子ども施策の拡大推進のため、新たに
「子ども部」を設置
○旧「子育て支援室」を「子ども家庭室」

と「保育幼稚園室」に分割
○旧「子ども発達支援室」の名称を「子
ども発達支援センター」に変更

● 子ども部を設置（健康福祉部から分離）

４
０
５
会
議
室

契
約
検
査
室

（産業部）

観
光
交
流
室

商
工
経
済
室

（産業部）
産
業
政
策
室

農
業
委
員
会

事
務
局

農
林
資
源
室

階段
（
総
務

）

⇒
議
会
棟

⇒
議
会
棟

⇒
大
会
議
室

北
玄
関

東玄関】

相
談
室

4 月から、地域づくりや子ども施策のさらなる推進
などのため、市の組織の一部を見直しました。
  行政改革推進室　  63‐7302

組織見直しなどで新設・変更する電話番号

「体育施設等」などの指定管理者が変更
　指定期間満了に伴う公募の結果、4月から下記の市施設の指定管理者が変わりました。

○体育施設等（勤労者福祉会館を含む）　　  市民スポーツ室　 63‐7100
　新しい指定管理者：株式会社東大阪スタジアム（ 63‐5339／総合体育館内）

○武道交流館いきいき　  市民スポーツ室　 63‐7100
　新しい指定管理者：名張市体育協会（ 62‐4141／武道交流館いきいき内）

○赤目四十八滝キャンプ場　　  観光交流室　 63‐7648
　新しい指定管理者：長坂営農組合（ 63‐9666／赤目四十八滝キャンプ場内）

○子ども家庭室　 63‐7594
○保育幼稚園室　 63‐7919
○商工経済室　　 63‐7824
○観光交流室　　 63‐7648
○用地対策室　　 63‐7952

○産業部内の執務場所を
　一部変更

市の組織を一部見直し直し

○農林資源室　　 63‐7625（農林振興）
　　　　　　　　 63‐7635（農村整備）
○子ども発達支援センター　　 62‐1088
○地域医療室（保健センター）　 63‐3913
※子ども政策室、地域政策室、地域経営室、健康支援室の電話番号は変わりません。

○
市
民
ホ
ー
ル
に
計
画
書
な
ど
行
政

情
報
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

( 名称変更の室などを含む )

○総合的な用地業務の推進のため「道路河川
室」から分離して「用地対策室」を設置。「用
地対策室」へは、地籍調査に関する事務を

産業部「産業政策室」から担当替え
○事業の進捗に伴い旧「市街地整備室」を「都
市計画室」に統合

○人権施策の総合的な推進のため、教育委員
会の旧「人権啓発室」を、「人権・男女共同
参画推進室」に統合

○東山墓園（墓所）に関する事務を都市整備
部「維持管理室」から「環境対策室」へ担
当替え
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維
持
管
理
室

吹き抜け

建
築
開
発
室

営
繕
住
宅
室

都
市
計
画
室

エレベータ
階段

ｗ
ｃ

契
約
検
査
室

４
０
３
会
議
室

４
０
２
会
議
室

４
０
１
会
議
室（地域部）

（生活環境部）
道
路
河
川
室

用
地
対
策
室

都
市
整
備
政
策
室

階段

（都市整備部）

（都市整備部）

地
域
経
営
室

地
域
政
策
室

環
境
対
策
室 生活環境政策室

人権・男女共同
参画推進室

（
総
務
部
）

情
報
政
策
室

教
育
長
室

吹き抜け

３
０
１
会
議
室

監
査
委
員
事
務
局

３
０
２
会
議
室

３
０
３
会
議
室

３
０
４
会
議
室

管
財
室

エレベータ
階段

ｗ
ｃ

階段

（総務部） （総務部）

（教育委員会事務局） 文
化
生
涯
学
習
室

市
民
ス
ポ
ー
ツ
室

学
校
教
育
室

教
育
総
務
室

学
務
管
理
室

教
育
委
員
会
室

総
務
室

総
合
企
画
政
策
室

応
接
室

副
市
長
室

市
長
室

エレベータ
階段

吹き抜け

財
政
経
営
室

行
政
改
革

推
進
室

広
報
対
話
室

危
機
管
理
室

庁
議
室

秘
書
室

人
事
研
修
室

ｗ
ｃ

階段

市
政
記
者
ク
ラ
ブ（企画財政部） （総務部）

（総務部）

情
報
公
開

【
証
明
コ
ー
ナ
ー
】

【届出コーナー】

総
合
窓
口

　

セ
ン
タ
ー

保
険
年
金
室

高齢・障害支援室

健康福祉政策室 生活支援室

正
面
玄
関

西玄関

債権管理室

課
税
室

収
納
室出

納
室

（子ども部）

エレベータ
階段

ｗ
ｃ

健
康
支
援
室

【情報相談コーナー】

相
談
室

【
行
政
情
報

　
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
】

地域包括
  支援センター

（健康福祉部）

（市民部）

（市民部）

子
ど
も

 

家
庭
室

保
育
幼

 

稚
園
室

子ども政策室

○情報相談コーナーに相談室（消費生活など
市民相談）を設置
○証明コーナーと届出コーナーの配置を変更
○ 1階窓口の案内サインを変更（右写真）

○健康支援室を保健センター（朝日町）から市役
所 1階へ移転。各種福祉サービスと予防・保健
活動を一体的・効果的に推進　※健診や健康教
室などは従来どおり保健センターで実施

○子ども部の設置に伴い、子育て支援や保育所・幼稚園関係などの窓口配置を変更

○管財室を 4階から 3階へ

○生活環境部を 1階から 4階へ　※ボランティア専用ごみ袋、紙おむつ専用ごみ袋は、
1階総合窓口センターでも交付します。

市役 所
平面 図
組
織
見
直
し
な
ど
に
伴
い
、
窓
口
や
部
・
室
の
場
所
を
変
更
し
ま
し
た
。

※平面図は、実際の縮尺とは異なります。

２F

３F

４F
○地域部を設置



24年度施政方針

心・安全の「絆」のまちづくり安
昨

年
３
月
11
日
に
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
。
安
全
神
話
の
象
徴

と
さ
れ
て
い
た
巨
大
防
潮
堤
の

崩
壊
や
原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
っ
た
立

て
続
け
の
被
害
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
人

命
が
失
わ
れ
る
な
ど
、
未み

ぞ

う

曾
有
の
大
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
全
国

各
地
で
風
水
害
に
よ
る
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
、
昨
年
９
月
の
台
風
12
号
で
は
、
三
重

県
南
部
の
熊
野
市
や
紀
宝
町
で
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
名
張
市
で
は
、
い

ず
れ
の
被
災
地
へ
も
人
的
支
援
を
は
じ

め
、
救
援
物
資
・
義
援
金
な
ど
の
物
的
支

援
を
行
う
な
ど
、
復
旧
・
復
興
の
た
め
の

一
助
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

名
張
市
で
も
、
市
民
の
皆
様
の
安
心
・

安
全
の
確
保
の
た
め
に
、
防
災
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
か
ら
す
べ
て
の
市
民
の
皆
様
の
安

全
確
保
や
被
災
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
行

政
で
対
応
で
き
る
範
囲
に
限
界
が
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
一
方
で
、
防
災
の
基
本
と
な
る
自
分

や
家
族
の
命
は
自
分
で
守
る
と
し
た
「
自

助
」、
地
域
で
助
け
合
う
「
共
助
」
の
取

組
み
が
推
進
で
き
る
よ
う
に
、
15
地
域
で

の
地
域
づ
く
り
組
織
を
中
心
に
地
域
に

お
け
る
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
要
援
護
者

の
情
報
を
把
握
し
、
災
害
時
要
援
護
者
支

援
制
度
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
な

ど
、
地
域
で
の
「
絆
」
の
重
要
性
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
皆
様
の
取
組
み
と
連

携
を
図
り
つ
つ
、｢

公
助｣

と
し
て
行
政

の
役
割
を
再
構
築
す
る
な
ど
、
補
完
性
の

原
理
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
、
い
わ
ゆ
る

「
新
し
い
公
」
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　平成 24年度に名張市が進むべき方向を示した施政方針を、3月の定例
市議会で亀井市長が述べました。今号では、その一部をご紹介します。

  総合企画政策室　  63‐7389　

政再建の正念場を迎えて財
わ

が
国
の
経
済
は
、
東
日
本
大
震

災
な
ど
の
影
響
で
、
イ
ン
フ
ラ

や
生
産
設
備
の
き
損
を
は
じ

め
、
電
力
供
給
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
崩
壊
に

よ
り
、生
産
性
が
急
速
に
低
下
す
る
な
ど
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
欧
州
の
政
府
債
務
危
機
に
よ

る
海
外
景
気
の
悪
化
へ
の
懸
念
に
加
え
、

歴
史
的
な
円
高
と
そ
れ
に
伴
う
産
業
の
空

洞
化
が
続
き
、さ
ら
な
る
デ
フ
レ
の
影
響
、

雇
用
情
勢
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

名
張
市
で
は
、
平
成
14
年
度
の
財
政
非

常
事
態
宣
言
以
来
、
市
政
一
新
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ

改
革
の
総
仕
上
げ
の
時
期
を
迎
え
て
お

り
、
平
成
24
年
度
は
ま
さ
に
正
念
場
の
年

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
市

立
病
院
や
土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化

の
ほ
か
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
借
入
金

返
済
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
平

成
24
年
度
は
当
初
か
ら
赤
字
を
見
込
む
予

算
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
集
中
的
な
改
革
に
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
財
政
健
全
化
の
正
念
場
を

乗
り
越
え
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
単
年
度

収
支
の
黒
字
回
復
を
目
指
し
、
不
退
転
の

決
意
を
持
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

張躍進〟に向けて名
こ

の
危
機
を
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
や
議
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
き
な
が
ら

乗
り
越
え
、
さ
ら
に
は
、
名
張
躍
進
に
向

け
、
休
む
こ
と
な
く
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
非
常
に
厳
し

い
財
政
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、「
福
祉

の
理
想
郷
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
本
年

度
は
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
の
下
、
名

張
市
総
合
計
画
「
理
想
郷
プ
ラ
ン
」
の
後

期
基
本
計
画
に
基
づ
く
政
策
、
施
策
を
一

歩
ず
つ
着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
は
、
組
織
・
機
構
の
見
直

し
を
行
い
「
地
域
部
」
と
「
子
ど
も
部
」

を
新
設
し
、「
新
し
い
公
」
の
さ
ら
な
る

推
進
を
図
る
た
め
に
各
地
域
で
策
定
さ
れ

た
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る

ン
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
新
た
な
地
域
予
算
制
度
を
ス
タ
ー

た
め
、
新
た
な
地
域
予
算
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
地
域
づ
く
り
組
織

ト
さ
せ
地
域
づ
く
り
組
織
な
ど
な
ど
と
の
協
働

と
の
協
働

にに
力
を
注
ぐ

力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
で
の
子
育

と
と
も
に
、
地
域
で
の
子
育

て
支
援
や
子
ど
も
発
達
支
援

て
支
援
や
子
ど
も
発
達
支
援
な
ど
な
ど
の
子
ど

の
子
ど

も
施
策
の
拡

も
施
策
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、
戦
略
的
な

充
を
図
る
な
ど
、
戦
略
的
な

取
組
取
組
みみ
を
行
っ
て

を
行
っ
て
い
き
い
き
ま
す
。

ま
す
。

　

名
張
市
に
と
っ
て
の
最
終
に
し
て
最
大

　

名
張
市
に
と
っ
て
の
最
終
に
し
て
最
大

の
山
場
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

の
山
場
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
乗
り
越
え
、

皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
乗
り
越
え
、

引
き
続
き「
改
革
達
成
」か
ら「
名
張
躍
進
」

引
き
続
き「
改
革
達
成
」か
ら「
名
張
躍
進
」

に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
い
き
ま
す
。

ま
す
。

〝〝
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平成 24年度の主要施策の概要など、施政方針全文は、市ホームページに掲載しています。

平成24年
度
に
名
張
市
が
進
む

べ
き方向とは－
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国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

草木染教室　絹プチストールグレル
（約28×130）を染めましょう

日時　4月13日金  午前9時30分～正午
参加費　1,600円　  定員　10人
講師　楢

ならもと

本 美
み よ こ

代子さん
持ち物　作業がしやすい服装、手拭きタオ
ル、エプロン、ゴム手袋

木工教室 
手作りペン立て（大・小）を作りましょう

日時　4月15日日  午前9時30分～正午
参加費　1,500円　  定員　10人
講師　 新

あたらし

忠
ただかつ

勝さん・山
やまぐち

口 尚
なおひこ

彦さん
持ち物　作業がしやすい服装、汗拭きタオ
ル、手袋（軍手など）

体操教室
音楽に乗って楽しくトレーニングしょう

日時　4月17日火  午前10時～11時30分
参加費　300円　　　　定員　16人
講師　要

かなめ

 晴
は る か

香さん
持ち物　体操がしやすい服装、タオル

☆　☆　☆　☆　☆
申込　いずれの教室も4月2日月から9日月ま
でに、電話で問い合わせ先へ

※先着順。参加者が少ない場合は中止。参加
費には材料費を含みます。

国保税率は据え置き。平成24年
度の納税通知書は7月中旬に送付

　平成24年度の国民健康保険の税率は、平成
23年度の税率を据え置きます。
　ただし、課税限度額は医療分を50万円から51
万円、後期高齢者支援金分を13万円から14万
円、介護分を10万円から12万円に変更します。

 保険年金室　  63‐7445

7.12％医療分

介護分
（40～64歳）

後期高齢者
支援金分

23,900円 23,000円 510,000円

1.78％ 6,100円 6,000円 140,000円

1.70％ 7,700円 4,500円 120,000円

所得割額 均等割額 平等割額 課税限度額

明るくきれいな選挙を !!
「名張市白ばら会」会員募集

　明るくきれいな選挙を進める団体で、有権者が
投票に積極的に参加するよう呼びかけています。
対象　市内在住の有権者でいずれの政党、政治
団体にも属さず、会の趣旨に賛同いただける人

会費　年額 500 円
申込　電話、郵送、ファクス（64‐2560）、電
子メール（senkan@city.nabari.mie.jp）のい
ずれかで「名張市白ばら会入会希望」、住所、
氏名、連絡先を書いて、市役所2階選挙管理
委員会（〒518-0492　鴻之台1‐1）へ

 市選挙管理委員会　  63‐7314

新規学卒者、未就職卒業者の
皆さんの就職活動を応援

　ハローワーク伊賀では、就職ジョブサポーター
によるきめ細やかな個別指導のほか、履歴書や
エントリーシートの添削、面接指導など、新規学
卒者、未就職卒業者の皆さんの就職活動を応援
しています。詳しくは問い合わせ先へ（場所：伊
賀市四十九町　受付時間：平日午前 8時 30 分
～午後 5時15分）

 ハローワーク伊賀　  21‐3221

まちの保健室の職員を募集

業務内容　介護予防支援業務、保健福祉の総
合的な相談業務など

資格　保健師、看護師、社会福祉士、介護支援
専門員、介護福祉士、社会福祉主事のいずれか

給料　月額 200,000 円　採用予定人数　１人
応募期限　4月13日金（必着）
◎応募方法など詳しくは、問い合わせ先へ

 地域包括支援センター　  63‐7833

浄化槽の法定検査は義務付け
られています

浄化槽を設置する際は「浄化
槽設置補助金」の申請を !

　ご家庭の浄化槽は、浄化槽法で保守点検と
清掃および法定検査が義務付けられています。
法定検査は知事の指定を受けた三重県水質保
全協会が実施します。対象者には案内文書を
送付しますので、必ず検査を受けてください。
　なお、浄化槽を廃止する場合は、県伊賀農林
商工環境事務所へ廃止届を提出してください。

 三重県水質検査センター  059‐213‐0707

　一般家庭用として浄化槽を設置される場合、
最大 15万円の補助金を交付しています。申請
方法など詳しくは問い合わせ先へ

 上下水道部営業室　
　　  63‐4111（お客様センターと共通 )

「リラックス・ストレッチ講座」
受講者募集

　気持ちのいいストレッチで、疲れにくい身
体を目指しましょう。
日時　7月18日、8月1日・15日・29日、9月5日
　午前9時30分～11時
　※全て水曜日。5回連続講座
場所　名張公民館（上八町）
対象　20人　※申込多数の場合は抽選
申込　4月 27 日金までに、電話などで問い合
わせ先へ

 名張公民館　  64‐2605

「実用 ペン習字講座」
受講者募集

日時　5月24日木、6月14日木  午後2～4時
　※2回連続講座
場所　名張公民館（上八町）
定員　20人　※申込多数の場合は抽選
申込　4月 27 日金までに、電話などで問い合
わせ先へ

 名張公民館　  64‐2605

「はじめてのフラメンコ講座」
受講者募集

　スペイン・アンダルシア地方
の民謡〝セビジャーナス〟を踊
りましょう。ダンス初心者大歓
迎です。
日時　5月16日・30日、
　　6月6日・20日、7月4日　
　　午前10時30分～正午
　※全て水曜日。5回連続講座
場所　名張公民館（上八町）
定員　20人　※申込多数の場合は抽選　
申込　4月 27 日金までに、電話などで問い合
わせ先へ

 名張公民館　  64‐2605

農業用使用済プラスチックの
リサイクル回収（有料）を実施

日時　4月22日日 午前9時～午後3時
場所　カントリーエレベーター（上小波田）
対象　ハウス用被覆ビニール、畦シート、肥料の
空袋、育苗箱など

処理費用　1kgあたり80 円（消費税込み）
◎不要になった農業用プラスチックは家庭ごみ
として出せません。また、これらを野焼き処
理することも法律で禁止されています。

 JA伊賀南部配送センター　  0120‐370‐931

<甲種>
　▼6月10日日／津市　▼6月17日日／松阪市
<乙種第4類>
　▼6月10日日／桑名市、四日市市、津市、伊
勢市、伊賀市、熊野市　▼6月16日土／四日
市市、鈴鹿市、尾鷲市　▼6月17日日／四日
市市、鈴鹿市、津市、松阪市、名張市

<乙種のうち第４類以外>
　▼6月10日日／津市　▼6月17日日／松阪市
<丙種>
　▼6月10日日／桑名市、津市、伊勢市、伊賀
市、熊野市　▼6月16日土／鈴鹿市、尾鷲市

　▼6月17日日／四日市市、松阪市、名張市
願書配布場所　消防本部予防室、名張消防
署、桔梗が丘分署、つつじが丘出張所

願書受付　㈶消防試験研究センター三重県支部
▼電子申請　4月9日月～20日金
▼書面申請　4月12日木～23日月
※詳しくは、㈶消防試験研究センター三重県
支部（  059‐226‐8930）へ

◆乙種第4類受験者を対象に「予備講習会」を開催
日時　5月11日金　午前9時～午後5時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
定員　70人　※先着順　主催　名張市防火協会
申込　4月10日火から5月10日木までに（土・
日曜日、祝日を除く午前8時30分～午後5時
15分）消防本部予防室へ　

※受講にはテキストが必要です。テキスト代
など詳しくは問い合わせ先へ
 消防本部予防室　  63‐1412

「危険物取扱者試験 (前期）」
を実施

「なばり市勢ガイド」を作成しました　名張市の観光や文化、公共施設などを掲載した「なばり市勢ガイド」を作成し、市ホームページで公開しています（A4 判・
16 ページ／配布はしていません）。名張市を知ったり伝えたりする資料として、ぜひご活用ください。　  広報対話室　  63‐7402
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広告広告

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
向
け
て

次
号
予
告

聴覚障害者などが対象
電子メールで「119番通報」

　市消防本部では、
平成24年 4月 1日か
ら聴覚障害者、言語
障害者など、緊急時
に、音声（肉声）に
よる 119 番通報が困
難な人を対象に、従
来から実施している
ファクスによる「119
番通報」に加え、電子メールによる「119 番
通報」の運用を開始します。
　電子メールやファクスからの「119 番通報」
は、事前に登録が必要となりますので、ご利
用に関することは、市役所 1階高齢・障害支
援室へお問い合わせください。

 高齢・障害支援室　  63‐7591
  63‐4629  shien@city.nabari.mie.jp

「スポーツ振興くじ助成」で
市民プール改修工事を完了 119 番

電子メールを使って
「広報なばり」の読者ア
ンケートにお答えいた
だく「広報なばりメールサポーター」を
募集しています。アンケートは、記事が
分かりやすかったか、分かりにくかった
か―など簡単なものが中心です。

謝礼　1,000 円分の図書カード
※アンケートに半数以上お答えいただいた皆
さんにお渡しします。
※発行号ごとのアンケートや意識調査など、
全50回程度（4‐1号以降実施）。任期
は、平成25年3月末までです。
対象　市内在住で中学生以上の人　
　　　※市議会議員、市職員を除く
登録方法　パソコンや携帯電話で市ホーム
ページをご覧いただき、注意事項を確認
後、5 月 31 日木までに、市ホームペー
ジに記載の登録用メールアドレスに電子
メールを送ってください。その後、登録
用URL を記載した電子メールが自動
返信されますので、必要事項を入力し
てください。※定員 100 人。先着順

 広報対話室　  63‐7402

登録用ページ

メール広報
なばり

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

任期満了に伴い、前田國
男氏が再任されました。
任期は、平成 28 年 3 月
31日までの 4年間です。

副市長に前田國男氏
（再任）

1歳6か月児健診

4月10日火・11日水

5月8日火・15日火

3歳6か月児健診

4月17日火・24日火

5月22日火・29日火

生後5～8ヵ月児のための離乳食教室
　4月18日水 午後2時～3時30分　※要予約
★ 乳幼児健康相談（同日 午前9時30分～11時受付）

 健康支援室   63‐6970

保　  健センター（朝日町）の　
 親子すくすく行事

● 22年9月生

● 22年10月生

● 20年10月生

● 20年11月生

2011 年度人権作品集・人権
ポスターが完成

　昨年度に市が募集した「人権」に関する作品
の応募総数は 774点で、その中から、作文 12
点、標語 19点、図画（ポスター）2点、フォ
ト5点を収録した「人権作品集」と、ポスター
2点で 2種類の「人権ポスター」を作成しまし
た。「人権作品集」は、希望者にお渡しします。
 人権・男女共同参画推進室　  63‐7909

　平成 21 年度から閉鎖していた市民プール
（50 ｍプール）の改修工事が完了しました。
7月のプール開場以降ご利用いただけます。
　なお、プール改修工事は、スポーツ振興く
じ助成事業の助成を受けました。
助成額　2,864 万円（工事費用の約 60％）
 市民スポーツ室　  63‐7100

「アーチェリー教室」
受講者募集

日時　5月7日から7月9日までの毎週月曜日 
　午後7時～9時（連続10回）
場所　総合体育館（夏見）
対象　16歳以上の人　定員　24人　※先着順
受講料　3,500円　※初回に徴収します。
申込　4月27日金までに、総合型地域スポーツ
クラブ（勤労者福祉会館内）に申込書を提出し
てください。

 名張市アーチェリー協会（山中）
　　  090‐9028‐3251
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